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平成 23 年(2011) 

医療施設(静態・動態)調査・病院報告の結果 
 

厚生労働省では、このほど、平成 23 年の「医療施設(静態・動態)調査」と「病院報告」の結

果（年報）を取りまとめましたので公表します。 

「医療施設調査」は、全国の医療施設から出された開設・廃止などの申請・届出を基に、毎月

「動態調査」として、医療施設数、病床数、診療科目などの動向を把握するとともに、３年ごと

に「静態調査」として、検査・手術の実施状況や診療設備の保有状況などの診療機能の詳細な調

査を実施しており、平成 23 年は「静態調査」の実施年に当たります。 

なお、平成 23 年の「静態調査」は、東日本大震災の影響により、調査を一部変更して実施し

ています。 

「病院報告」は、医療施設（病院、療養病床を持つ診療所）からの報告を基に、毎月、１日の

平均外来・在院患者数、病床利用率、平均在院日数を、年１回、職種別従事者数（医師、看護師、

事務職員など）を把握しています。 
 
【調査結果のポイント】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
詳細は別添概況をご覧ください。 
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医療施設調査担当 医療施設統計第一係(内線 7520,7521） 
病 院 報 告 担 当 医療施設統計第二係(内線 7522） 
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Ⅰ 医療施設（静態・動態）調査 
○医療施設数・病床数 

病       院     8,605施設・1,583,073床（前年と比べて65施設の減少、10,281床の減少） 

一般診療所  99,547施設・  129,366床（     同       277施設の減少、7,495床の減少） 

歯科診療所  68,156施設・       100床（     同       228施設の減少、24床の減少）        (７頁 表１､15頁 表13） 

○「小児科」を標ぼうする一般病院  2,745施設（前年と比べて63施設の減少）              (13頁 表11) 

「小児科」を標ぼうする一般診療所 19,994施設 (14頁 表12) 

○「産婦人科」または「産科」を標ぼうする一般病院 1,395施設（前年と比べて37施設の減少） (13頁 表11) 

「産婦人科」または「産科」を標ぼうする一般診療所 3,619施設                                    (14頁 表12) 

○「分娩」を実施した一般病院 1,051施設 

「分娩」を実施した一般診療所 1,327施設                                                    (21頁 図４) 
 
Ⅱ 病院報告 
○病院の患者数 

「１日平均在院患者数」 1,299,322人（前年と比べて1.1％、14,099人の減少） 

「１日平均外来患者数」 1,401,669人（        同        0.7％、10,576人の減少）            (33頁 表１､34頁 表２) 

○病院の平均在院日数 32.0日（前年と比べて0.5日の短縮）                                             (38頁 表４) 

○病院の常勤換算従事者数 

「医師」  199,499.2人（前年と比べて2.1％、 4,131.1人の増加） 

「看護師」 704,626.7人（    同   3.2％、22,022.8人の増加）                            (29頁 表32) 

○病院の人口10万人に対する常勤換算医師数 156.1人 

都道府県別で最も多いのは高知県   （221.2人）、次いで徳島県（201.9人） 

都道府県別で最も少ないのは埼玉県（108.8人）、次いで千葉県（121.3人）               (64頁 統計表18) 


